
犬とたわむれる人

景色を撮る人

県外からきたサーファー

たそがれる人 ベンチに横たわる人

ベンチで弁当を食べる親子

くつろぐ猫

散歩している親子
海をながめる二人

海で遊ぶ家族
ハトおじさん

放課後自転車でやってくる少年達

ふたり寄り添って海を眺める恋人たち、膝にこどもを

のせてお昼ご飯を楽しむお母さん、海風を感じながら

横になる少年。ひとつのベンチにもいろんな使われ方

が発見できた。また、県内外からサーフィンをしに来

る人たちの傍らで、朝散歩にくる近所の親子やおじい

ちゃんなど、所属や年齢、性別など関係なく様々なひ

とに愛されている土地なのだと実感した。そこで、い

ろんな人のいろんな行動を包容し、楽しんでもらえる

おおらかな施設を計画したいと考えた。

■現状を生かした配置計画
　①人々が集い、憩う木々を残す

　②休憩所を境に「海の小道・海の

　　庭」を配置し、現在の回遊性、　

　滞留性を維持

■土地性を考慮した配置計画
　①隣地からの視線を遮らない

　　配置計画

　②線状に建物を配置すること

　　により、建築群が海・陸両

　　方のシンボルとなるよう配置

「今のままでよい。」と感じさせられる、大らかな休憩所。

老朽化が激しく、少し狭いトイレ。

目の前には遠浅の海とどこまでも続くかのような

青空が広がり、周りを見渡せば山々に囲まれる。

それらを包み流れてゆく海風。

敷地に足を運ぶたび、この土地の魅力に惹かれた。

その魅力を生かした設計を行いたいと考えた。

敷地条件と景色に建築物が取り込まれていくような計画とする

敷地はサトウキ

ビ畑を突き進ん

だ先の海岸沿い

である。周囲の

地形はなだらか

な丘や山があり、

敷地を訪れると、

やわらかい風に

包まれた。

そこで本計画では、海風がトイレと休憩所の壁や屋根を

つたって、敷地奥に抜けていく計画とする。

海風を迎えるため、門型壁柱 + 雑壁 + 大屋根による構造

体とし、海風の帰り道を敷地西側より連続させ、この地

を訪れる人々にただただ海を感じ、望む機能に重点を置

いた施設とした。
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海風
海風

海を望む
海岸に沿ってトイレと休憩所を配置し、大度浜の海

を楽しんでもらえるよう計画する。
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敷地が海岸沿いで強風が想

定されるため、二重にする

ことで強度をあげた門型壁

柱を採用する。それにより、

壁を一部なくし、休憩所の

空間を区切りつつもゆるや

かに一体的にする。ベンチを敷地内に随所設置

大テーブル

長ベンチ

小窓ベンチ
大窓ベンチ

小上がり床

小上がり床土間床

車道

歩道

海を望む

視界の抜け

視界の抜け

うみがめがみえる

うみがめから海を望む

風の流れ

風の流れ
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■建築概要

　延床面積　：（トイレ）25 ㎡　　（休憩所）30 ㎡

　構造　　　：壁式ラーメン RC 造

　仕上　壁　：化粧杉板型枠の上フッ素樹脂クリア塗装

　　　　　　　化粧打ち放し型枠の上サンゴ漆喰塗装

　　　　　　　+ コーティング

　　　　床　：モルタル金ゴテ仕上

　　　　　　　低分子フェノール樹脂保存木材

　　　　天井：化粧杉板型枠の上フッ素樹脂クリア塗装

　　　　　　

身障者用駐車場からトイレまで

アプローチしやすいように配慮

屋外からも手を洗えるように

トイレの外に洗面台を配置

壁埋込の荷物台を配置、

簡易更衣スペースを整備

子供の目線やオストメイト

からも海が見えるように窓

を計画
海が綺麗に望めるよう両側の壁

の中心線に沿って便器を配置

駐車場や外構は既存を活用する

壁と小上がりの床と窓により
ゆるやかに仕切られた空間

うみがめを中心として

休憩所とトイレを計画

庇を伸ばし、軒先に

足洗い場を計画

フェンスと外構により

トイレを覗けないよう配慮

大テーブルの花壇

大窓ベンチと長ベンチが
繋がった「くの字型ベンチ」

くり抜き壁より
一体となる空間

女子トイレ

身障者 / こども用トイレ

男子トイレ
PSSK

下部：浄化槽

ピクニック緑地
　（既存拡張）

← ジョン万次郎上陸の浜へ

 浜岸へ  →

休憩所

駐車場（既存）

うみがめ

足洗い場

身障者用駐車場

男子トイレ
身障者 / こども用トイレ女子トイレ 休憩所足洗い場

くり抜く

空間をつなぐ

オストメイト

テーブルフェンス テーブルフェンス

海を望む

海を望む

トイレ

海岸

トイレからの視界

海からの視線
■海の望み方

①W1200×H400 の横長窓より、

　遠くの水平線を望む

②テーブル枠状の窓により、

　海からの視線を遮る

■素材について

■構造と自然換気

門型壁柱 雑壁

屋根スラブ
（扁平梁）

壁式ラーメン RC 造を採用し、

自然換気を促進させるスリッ

トの換気口を上部に計画する。

沖縄産珊瑚から作られた

漆喰を内外壁に使用する。

珊瑚漆喰の調湿効果、防

カビ効果、消臭・抗菌効

果により、環境によいト

イレとする。また、漆喰は塩害

にも強く、コーティング材を塗

装し、一部外壁にも使用する。

+ +

珊瑚漆喰イメージ

■海の望み方

水平な大テーブルと海に向かって拡が

る大屋根により、トイレとは対照的に

大きな海と空を望む。

■大テーブルについて

大テーブルにより、海を望む際に奥の手摺を見

せずに広い海を望める。また、テーブルとして

だけでなく、椅子にしたり、ベッドにしたりと

多様な望み方ができる。

■二重壁柱について

■事業スケジュール 令和 4年 令和 5 年 令和 6 年 令和 7 年

公園トイレ実施設計

公園トイレ工事

休憩所実施設計

休憩所工事

→既存トイレ解体工事開始

既存休憩所解体工事終了←

海の庭

海の庭

海の小道
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トイレ平面図　S=1:150

休憩所平面図　S=1:150
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トイレ断面イメージ　S=1:100

トイレ計画 - 開放的になれるトイレ -4 休憩所計画 - 大屋根と大テーブルの休憩所 -5

休憩所断面イメージ　no scale

■ベンチ


